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福島県知事インタビュー
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令和8年6月17日

1964年生まれ。長野県出身。 

1986年東京大学経済学部を卒業し、自治省（現・総務省）に入省。2001年福島県生活
環境部次長、生活環境部長、企画調整部長を経て、2006年12月から2014年9月まで
福島県副知事。2014年11月福島県知事に就任。現在3期目。 

内堀 雅雄 知事

福島県は、風評被害とも戦いつつ、観光面での情報発信に大いに取り組んでこられたと 

思います。その中で、福島の冬の観光の魅力については、どうお考えですか？
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東日本大震災と原発事故から、15年余りが経過しました。この間、国内外からの温かい御支援と
県民の皆さんの懸命な御努力により、本県の復興は着実に前進しています。観光面においても、

県内事業者の皆さんを始めとした関係の方々が、風評の払拭に向けて努力を積み重ねてきた結果、

県内への観光客入込数が震災前の水準を超えるまでに回復するなど、これまでの挑戦の成果が

目に見える形となって現れてきています。 

福島県は、全国で三番目に広い県であり、気候は地域によって大きく異なります。太平洋に面し､

比較的温暖で降雪が少ない「浜通り地方」。中央に位置し、東西を阿武隈高地と奥羽山脈に

挟まれ、阿武隈川沿いに平地が広がる「中通り地方」。そして、西側に位置し、山間部を中心と

した豪雪地帯が多く見られる「会津地方」。 

このように、広大な県土を背景として、地域ごとに異なる文化や風土が息づいています。こう

した福島の冬の観光の魅力を一言で言い表すと、「多彩」という表現が当てはまります。 

特に、雪深い地域が広がる会津地方では、一面に広がる雪景色はもちろん、スキーヤーやスノー

ボーダーの皆さんからも評判の良い良質なパウダースノーを楽しめます。 

また、本県は「温泉王国・ふくしま」としても知られており、千年を超える歴史を持つ名湯や、

大自然に抱かれた秘湯、情緒あふれる温泉郷など個性豊かな温泉が、会津地方を始め、県内

各地に数多く存在します。

豊かな自然とパウダースノー、そして会津に息づく歴史・文化が融合し、国内外から熱い視線を

集める福島県のスノーリゾート。地域資源との戦略的連携の提案、更には、海外へのトップ

セールスにも積極的に取り組まれている内堀雅雄・福島県知事に、スノーリゾートはじめとする

観光振興のビジョンについて伺いました。
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猪苗代・磐梯エリアを筆頭に、福島には多くのスキー場があります。 

改めてそのポテンシャルをどう捉えていらっしゃいますか？  

また、スノースポーツが、『福島の元気』を後押しするとお考えでしょうか？
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福島県内には、それぞれ異なる特徴を持つスキー場が数多くあります。 

例えば、日本百名山の一つである「磐梯山」系に位置する「ネコママウンテン」スキー場は、

東北最大級のゲレンデで、猫魔ヶ岳を挟んだ南北に異なる特徴を持ったエリアが広がります。 

他にも、日本で四番目の広さを誇り、ラムサール条約湿地に登録された猪苗代湖を眺望できる

「猪苗代スキー場」や、初級者の方でも美しいブナの樹林帯の中で、自然を身近に感じながら

滑ることができる「EN RESORT Grandeco グランデコスノーリゾート」スキー場など、国内外の
幅広い方々が楽しめる個性豊かなスキー場があります。 

また、県内の主要駅からのシャトルバスや、首都圏からの直通バスが運行するスキー場もある

など、アクセスの良さも大きな強みです。

さらに、全国新酒鑑評会において、二年連続、通算13回目の金賞受賞数日本一を達成した日本酒
を始め、「常磐もの」として市場から高い評価を頂いている海産物、生産者の皆さんの情熱と

誇り「ふくしまプライド。」が詰まった農産物など、様々なおいしい食であふれていることも､

福島の大きな魅力です。 

豊かで美しい自然や奥深い歴史・伝統文化、おいしい食、そして、温かい県民性など、多彩な

魅力を実感していただけることが、福島県の冬の観光の魅力です。
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良質な日本の雪「JAPOW（ジャパウ）」は、世界から注目され、多くのインバウンドを

呼び込んでいます。知事は昨年度、オーストラリアでのスノー旅行博にてトップ

セールを行ったとお聞きしていますが、その成果と今後の取組についてお伺いします｡
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オーストラリアでは、水分量が少なく極めて軽量でふわふわとした日本特有の良質な雪、

「JAPOW」への関心が非常に高まっています。 

昨年5月、オーストラリア最大のスキー旅行博「スノートラベルエクスポ」では、私から直接、
現地の方々に福島県のスノーリゾートやスノースポーツの魅力をお伝えしました。 

来場された方々は、プレゼンテーションに真剣に耳を傾け、その場で、来シーズンの旅行商品を

予約される方もいて、大変うれしく感じました。 

こうした積極的な情報発信の積み重ねにより、昨年は、オーストラリアから福島県を訪れて

いただいた観光客の人数が過去最高となりました。  

「JAPOW」を求める海外からの旅行需要は高い状態が続いています。

福島県には、豊かな自然や奥深い歴史と伝統文化、おいしい食、地域の皆さんの温かいおもてなし

など、多彩な魅力があります。こうした魅力が海外の方々にもしっかりと伝わるよう、ユーチューブ

等でのデジタル広告、有名インフルエンサーによるSNSでの発信など、様々なメディアを活用
した取組を展開していきます。 

多くの方々に「福島へ行ってみたい」「福島の食を味わってみたい」「『福島ならでは』を体験

したい」と思っていただけるよう、引き続き、関係の皆さんと共に、「オール福島」で、国内外

からの観光誘客に取り組みます。

スノートラベルエクスポの様子

スノースポーツやスノーアクティビティは、観光施設や宿泊施設を始め、地域の小売店や

飲食店、交通機関など、多くの事業者の方々が関わり、非常に裾野が広いです。多くの皆さんに

福島の様々な魅力を体験し、長く滞在してもらうことが、地域の活力にも繋がります。 

この機会に是非、福島県を訪れて冬の観光を満喫し、地域を応援していただければ幸いです。
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スキー・スノーボードだけでなく、『食』や『温泉』といった 

福島の他ジャンルの魅力との掛け合わせ戦略については、如何でしょうか？
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福島県の冬の観光の魅力は、スキーやスノーボードなどのスノースポーツにとどまりません。 

スノースポーツとあわせて、おいしい食や心と体を癒す温泉などを、「冬の総合体験」として

一体的に味わえる点が、福島県の大きな強みです。 

例えば、「猪苗代スキー場」がある猪苗代町には、世界的な医学者・野口英世博士の記念館が

あり、近接する会津若松市には、白虎隊で有名な鶴ヶ城などの観光名所もあります。 

この猪苗代・磐梯エリアでは、日本三大ラーメンの一つとして知られる「喜多方ラーメン」、

すりおろしたニンニクと唐辛子をブレンドした「辛味噌」で食べる「馬刺し」、米どころなら

ではの良質な地酒など、「福島ならでは」の食も存分に堪能できます。 

また、広々としたゲレンデが広がる会津高原・南会津エリアには、江戸時代の伝統的な宿場町の

景観が残る「大内宿」や、百万年の歳月をかけて自然が作り上げた景勝地「塔のへつり」などの

観光地が下郷町にあります。 

つなぎ粉を一切使わず、布地を裁つように切ることから名づけられたとされる「裁ち蕎麦」や、

キノコ・山菜など四季折々の食材をふんだんに使った素朴な山人料理が味わえます。南会津町

には木賊温泉・湯ノ花温泉があり、この地域ならではの「雪見風呂」を体験することができます。
とくさ

今後も、こうした強みをいかしながら、更なるリピーターの獲得に向け、それぞれの地域が持つ

「福島ならでは」の魅力を国内外にしっかりと発信していきます。

た

やもうど
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最後に、福島の冬を滑り、また、福島を堪能される国内外の皆さんに、 

知事から一言メッセージをお願いします。
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これから福島を訪れる皆さんに、二つ、メッセージを贈りたいと思います。 

一つは、「福島の冬は“滑るだけ”ではもったいない！」ということです。 

これまでお話ししてきたように、福島県には、おいしい食や個性豊かな温泉など、冬を満喫できる

多彩な魅力があります。是非、一日でも、一時間でも、時間が許す限り長く滞在し、一つでも

多くの「福島ならでは」を体験してほしいです。 

そして、もう一つ、「福島は“冬以外”もすごい！」ということです。 

福島県では、世界に類を見ない過酷な複合災害からの復興に向けて、挑戦を続けている人が

たくさんいます。そうした方々を通じて、「福島の今」を学ぶことができる「福島ならでは」の

スタディツアー「ホープツーリズム」があります。また、豊かな自然の中で、スリルや冒険心

あふれるアクティビティを体験できる「エクストリームツーリズム」もあります。このように

福島県では、一年を通して、多彩な観光コンテンツを体験することができます。 

そして今年、福島県は震災と原発事故から15年、県政150周年の大きな節目の年を迎えました。
この機会に是非、復興が進む「福島の今」と、多彩な魅力を「見て」「食べて」「感じて」

ください。  

多くの方々が福島のファンになり、「福島にまた来たい」と思っていただけるよう、関係の

皆さんと共に全力で取り組みます。  

皆さんのお越しを、心からお待ちしております。

インタビュアー 

一般社団法人 スノースポーツ＆リゾーツ協議会 

佐々木克樹 専務理事、河野博明 常務理事、岩尾隆 顧問


